
















 

アタッチメントとは,一般的に,ある人間や動物が自分自身と他の特定の対象との間で形成

する情愛的な結びつき(afeectional tie)と定義されている。人間の乳児にとって,この特

定め対象というのは,ほとんどの場合,母親であり,母親は乳児の最初にして主たるアタッ

チメント対象となる。ボウルビィ(J.Bowlby 1958)が子どもの母親に対する結びつきという

この現象を従来の emotional dependence という用語にかえて,attachmcnt という概念を用

いるよう提案して以来,アタッチメントに関する研究はこの 20余年に急速ないきおいで発

展してきている。 

 ボウルビィの理論は,かつてロンドンのタビストック・クリニックで同僚であったエイン

スワ一ス(M.Ainsworh)の実証的な研究結果に負うところが大きいので,ボウルビィーエイ

ンスワース理論と呼ばれることも多い。彼等の理論によれば,子どもが母親へのアタッチメ

ントを形成するためには,少なくとも母子間に一定量以上の相互作用が存在することが必

要だとされている。勿論,子どものシグナルに対する母親の反応の敏速さや適切さといった

相互作用の質的な側面も重要ではあるが,それはアタッチメントの形成そのものにかかわ

るというよりも,健全なアタッチメントを形成するか,不安をともなったアタッチメントを

形成するかという,アタッチメントの質的な側面に影響する要因である。 


